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����������������������������������������������������������������� 今
別
町
・
西
部
、
東
部
漁
協
・
十
五
日

会
の
主
催
で
今
別
町
植
樹
祭
が
６
月
25
日

大
川
平
の
国
有
林
で
行
わ
れ
漁
業
・
林
業

関
係
者
、
小
学
生
ら
約
２
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
小
鹿
正
義
町
長
が

｢

今

年
は
、
今
別
町
出
身
者
で
構
成
す
る

『

ラ

ブ
い
ま
べ
つ
会』

か
ら
も

｢

ふ
る
さ
と
に

緑
を｣

と
沢
山
の
寄
付
が
届
け
ら
れ
、
緑

の
羽
募
金
と
も
併
せ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
し
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓

祝
辞
に
続
き
、
今
別
小
学
校
緑
の
少
年
団

代
表
山
田
麻
耶
さ
ん

(

５
年)

が

｢

私
た

ち
緑
の
少
年
団
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
協

力
し
な
が
ら
自
然
を
守
り
、
自
然
を
愛
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。｣

と
述
べ
、
最
後

に
十
五
日
会
の
澤
田
瑞
穂
会
長
か
ら
植
樹

の
方
法
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
用
意
さ
れ
た
ヒ
バ
・
ブ
ナ

の
苗
木
３
、０
０
０
本
を
、
青
森
森
林
署

員
、
地
域
住
民
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
に
く
わ
で
土
を
掘

り
起
こ
し
、
苗
木
が
倒
れ
な
い
よ
う
し
っ

か
り
と
植
え
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

ヒ
バ
や
ブ
ナ
の
植
樹
は
、
資
源
豊
か
な

海
・
き
れ
い
な
水
・
緑
豊
か
な
森
な
ど
、

地
域
の
環
境
保
全
を
目
的
に

｢

漁
民
の
森

づ
く
り
活
動
推
進
事
業｣

の
一
環
で
行
わ

れ
た
も
の
で
参
加
者
は
、
今
後
の
成
育
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
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中
央
公
民
館
で
は
、
毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
放

し
、｢

読
み
聞
か
せ
教
室｣

と

｢

よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
教
室｣

を
月
一
回

行
っ
て
い
ま
す
。

｢

読
み
聞
か
せ
教
室｣

は
、
こ
で

ま
り
の
会
、｢

よ
さ
こ
い
教
室｣

は
、

よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ

｢

つ
が
る
海
峡

ち
ゃ
か
神
童
北
天
舞
悠｣

の
協
力
を

得
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
で
ま
り
の

会
代
表
澤
田
田
鶴
子
さ
ん
と
、
よ
さ

こ
い
グ
ル
ー
プ
代
表
の
宮
越
龍
美
さ

ん
は

｢

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
立
体
育
館
で
は
、
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
放

し
、
月
２
回
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
川
平
文
化
会
館
で
は
、
毎

週
土
曜
日
午
後
１
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
開
放
し
、
月
２
回
地

区
の
子
ど
も
会
育
成
会

(

蛯
名

光
秋
会
長)

の
皆
さ
ん
が
協
力

し
な
が
ら
、
事
業
を
計
画
し
活

動
し
て
い
ま
す
。

蛯
名
会
長
は
、｢

地
域
の
子

ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、

工
夫
し
な
が
ら
楽
し
い
教
室
に

し
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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今
別
町
校
長
会
主
催
に
よ
る

平
成
16
年
度
芸
術
鑑
賞
会
が
、

７
月
12
日
今
別
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
体
育
館
に
は
、
生
徒
、
教

職
員
、
父
兄
合
せ
て
１
６
０
名

が
参
加
し
、
日
本
郷
土
芸
能
研

究
保
存
会

｢

白
神｣

の
和
洋
楽

器
に
よ
る
演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。生

徒
ら
は
、
横
笛
、
津
軽
三

味
線
、
和
太
鼓
な
ど
の
和
楽
器

と
、
ピ
ア
ノ
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、

ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
な
ど
の
洋
楽
器

が
一
つ
に
な
り
奏
で
る
音
色
に

う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

特
に
、
和
太
鼓
に
よ
る
ね
ぶ

た
ば
や
し
に
会
場
は
一
段
と
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

��������	
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人
権
擁
護
委
員
今
別
部
会
で

は
、
７
月
13
日
今
別
中
学
校
で

｢

人
権
教
室｣

を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
教
室
は
、
中
学
生
を
対

象
に
、
人
権
に
つ
い
て
学
び
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣

旨
で
、
学
校
の
協
力
を
得
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

講
師
の
山
崎
智
子
先
生

(

青

森
人
権
擁
護
委
員
協
議
会)

に

よ
る
講
話
の
後
、
い
じ
め
や
介

護
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
ビ
デ

オ｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ト
マ
ト｣

を
上
映
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
代
表
の
阿
部
琴
美

さ
ん

(

３
年)

が

｢

今
日
学
ん

だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

生
か
し
て
い
き
た
い｣

と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

�������� 	
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町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

(

英
語
指
導
助

手)

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ゲ
リ

ン

(

愛
称
ア
リ)

さ
ん
は
、
こ

の
ほ
ど
鶴
田
町
で
開
催
さ
れ
た

｢

あ
ど
は
だ
り

い
で
ば
な
〜

外
国
青
年
に
よ
る
津
軽
弁
大
会｣

に
出
場
し
、｢

た
ま
げ
た
賞｣

を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
県
内
に
住
む
外
国

青
年
に
津
軽
弁
を
通
し
て
津
軽

文
化
や
風
土
な
ど
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
地
域
に
密
着
し
た
国

際
交
流
を
推
進
し
よ
う
と
鶴
田

町
が
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
町
の
ア
リ
さ
ん
は
、
５
人

の
グ
ル
ー
プ
で

｢

世
界
に
一
つ

だ
け
の
花｣

を
津
軽
弁
の
替
え

歌
で
歌
い
ま
し
た
。
賞
を
贈
ら

れ
、
ア
リ
さ
ん
は
、｢

サ
イ
コ

練
習
し
た
は
ん
で
。
ス
ゲ
ェ
ー

モ
シ
レ
ー｣

と
津
軽
弁
で
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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８
月
13
日
か
ら
29
日
ま
で
開

か
れ
る
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
監
督
に

当
町
出
身
の
沢
田
聡
氏
が
出
場

し
ま
す
。

今
別
町
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ

ブ
で
は
、
７
月
16
日
、
ア
ト
ラ

ン
タ
、
シ
ド
ニ
ー
、
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
三
大
会
続
け
て

の
日
本
チ
ー
ム
監
督
に
選
ば
れ

た
沢
田
聡
氏
の
功
績
を
称
え
る

と
と
も
に
、
ア
テ
ネ
で
の
活
躍

を
激
励
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
は
14
日

か
ら
22
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ

れ
、
澤
田
氏
は

｢

今
回
は
団
体

戦
の
出
場
権
が
な
く
、
男
子
と

女
子
が
共
に
個
人
戦
の
み
の
出

場
で
す
が
、
男
子
選
手
は
世
界

の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り

試
合
が
楽
し
み
で
す｣

と
今
ま

で
に
な
い
期
待
感
を
漂
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
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７
月
16
日
〜
18
日
の
三
日
間

に
わ
た
り
、
澤
田
聡
氏
を
講
師

に
迎
え
、
県
内
の
高
校
フ
ェ
ン

サ
ー
の
競
技
力
向
上
を
目
指
し

て
の
研
修
が
町
立
今
別
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
は
、
全
国
的

に
高
い
競
技
レ
ベ
ル
に
あ
る
県

内
の
高
校
生
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

代
表
監
督
澤
田
講
師
の
高
度
な

技
術
指
導
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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このほど､ 大泊地区巡回バス停留所の ｢三叉
路停留所｣ を利用する人達が､ 各自廃材を持ち
寄り待合所を完成しました｡
早速､ 完成した待合所に集まり､ ｢とても立

派にできた｣ ｢これで風雨をしのげる｣ ｢老人が
多いので助かる｣ など皆さん大満足の様子｡ 特
に完成するため走り回った代表の吉田明さんは
｢待合所は､ この停留所を利用する人達の協力
と､ 地区の青壮年会 (阿部昇会長) から寄付を
いただき完成することができた｡ 皆で力を合わ
せることのうれしさを感じている｣ とにこやか
に話していました｡

��������	
��

浜名地区に60アールの手作りの庭園があり､
池に咲く見事なすいれんの花が訪れた方の心を
なごませています｡
この庭園は､ 澤田繁治さんが所有する原野で､

澤田さんが10年前から少しずつ手がけ､ やっと
今年になり庭園らしさが出てきたため､ 地区の
皆さんは､ ｢このままだともったいない｡ 皆さ
んに見ていただこう｣ という声で開園すること
になりました｡
澤田さんは ｢自己流で恥ずかしいのですが・・｡

造園には､ 友達や地区の皆さんにいろいろと協
力をいただきとても感謝している｡ このような
庭園ですが､ 一度立ち寄って見てください｡｣
と話していました｡

��������	

６
月
13
日
、
東
京
都
中
野
区
の
商
店
街
で

荒
馬
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
今
別
荒
馬
保
存

会

(
代
表
佐
藤
豪)

14
名
が
協
力
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
28
年
ほ
ど
前
か
ら
今
別

荒
馬
保
存
会
と
交
流
の
あ
る
、
東
京
民み
ん

舞ぶ

研け
ん

と
中
野
養
護
学
校
が
企
画
し
、｢

第
１
回
全

国
荒
馬
サ
ミ
ッ
ト｣
と
題
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
今
別
荒
馬
保
存
会
で
は
、
荒
馬
、

笛
、
太
鼓
の
指
導
す
る
傍
ら
、
都
内
や
近
郊

で
荒
馬
を
踊
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
生
徒
な

ど
約
２
０
０
名
の
参
加
者
と
と
も
に
商
店
街

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

荒
馬
保
存
会
副
会
長
の
阿
部
節
三
さ
ん
は
、

｢

参
加
者
が
地
元
の
人
数
よ
り
多
く
、
大
変

盛
り
上
が
り
大
成
功
で
す
。
今
後
も
回
を
重

ね
て
行
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す｣

と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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青
森
地
区
保
護
司
会
第
四
分
会
は
、
７
月
５

日
今
別
町
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、｢

第
54

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣

今
別
地
区
地
域

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

保
護
司
会
で
は
、
毎
年
７
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
１
ヶ
月
間
強
調
月
間
に
、
各
町
村

(

三

�
・
今
別
・
平
舘
・
蟹
田
・
�
田)
を
巡
回
し
、

犯
罪
の
予
防
と
罪
を
犯
し
た
人
達
の
更
正
に
理

解
を
深
め
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と

｢

社
会

を
明
る
く
す
る
運
動｣

を
進
め
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を

持
っ
て
さ
さ
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
、
更
に
認
識
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
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����
１ 回 戦： 今別 １－３ 西平内

�����	
	�� � ����
リーグ戦： 今別 ２－０ 三�

今別 ２－０ 小湊
小鹿 元・伊藤 拓・田中昭平・相内裕太
岡野翔太・栗木亮介・木村翔司・成田星矢
田中裕大・坂本柊太・東 亮汰・藤巻一輝

�����	
	�� � ����
リーグ戦： 今別 ２－０ �田

今別 ２－０ 東平内
本郷有希・木村真梨子・都甲菜美・相内麗香
小山内未来・宮本里香・嶋中江美・小鹿舞弥
川村香子・木村千保

������ ���������
◆男子 １位 共通 200ｍ 阿部 新

２位 共通 1,500ｍ 沢田伸也
３位・２年 100ｍ 相内祥平

・共通 200ｍ 宮本拓馬
・共通 1,500ｍ 小鹿裕樹

◆女子 １位・400ｍリレー
(猪ノ口めいこ､阿部琴美､村川友美､太田友香)

・３年 100ｍ 阿部琴美
・共通 200ｍ 太田友香

２位・１年 100ｍ 工藤聡子
・２年 100ｍ 猪ノ口めいこ
・共通 200ｍ 村川友美
・砲丸投げ 伊東永理子

３位・共通 1,500ｍ 嶋中由佳
・砲丸投げ 山内麻未

※女子は����

���� !"#$�
� %&'���������

◆団体 決勝：今別 ２－１ 小湊
◆個人 １位 山田有真・山口裕子

３位 太田沙由美・相内麗香
３位 川村悠梨子・小鹿慧美
５位 田中美波・牧野園子

���(�� ２・３回戦で惜敗

６月26日から28日までの３日間にわたり､ 東北
高等学校フェンシング選手権が岩手県一関市総合
体育館で行われ､ 今別勢が大活躍をしました｡
団体の部では､ 今別高校男子が決勝で米沢興譲
館高校に惜しくも敗れ優勝は逸したものの､ 澤田

昂太郎君 (青森高２年) がエぺ個人男子初優勝､
エペ個人女子は本間絵里佳さん (今別高２年) ３
位､ さらにフルーレ個人女子では､ 下川知夏さん
(今別高３年) ５位､ 阿部美樹さん (同２年) ６位
の成績をおさめました｡
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平成16年４月１日から､ 児童手当制度が拡充されました｡
支給対象年齢が､ 現在の義務教育就学前 (６歳到達後最初の年度末まで) から､ 小学校第３学
年修了前 (９歳到達後最初の年度末) までに拡大されます｡
�������������������� !"# $%�&�'(�)*+,�-.+,

�/01�2345� �6789:�;<=>?

なお､ 改正に伴う新規請求等は､ 法施行日より､ 平成16年９月30日まで受け付けたものに限り､
特例的に４月１日 (または支給要件に該当した日) にさかのぼって支給されます｡

平成16年３月31日まで､ 当該児童に係る児童手当等を受給していた保護者の方は､ @A �6
7(9:B<=�C?(児童手当等は４月以降も引き続き支給されます｡)
上記に該当しない保護者の方で､ 受給資格がある場合は､ 認定請求が必要になります｡
(右記参照)

現在､ 児童手当等を受給していない保護者の方は2345､ 現在すでに就学児童について児童
手当等を受給されている保護者の方はDE32345が必要となります｡ なお､ 請求書のほか､
認定に必要な添付書類は､

・健康保険被保険者証の写し等 (請求者が厚生年金加入者等の場合)
・所得証明書 (当該市町村にその年の１月１日に住所がなかった場合)

などとなっています｡ ※所得が一定額以上の場合､ 児童手当等が支給されない場合があります｡
●お問い合せ 環境福祉担当 ���－����

'(��)*+,-���)./012/345/67
8'(�)�9�:.�;<'(�)�9�:.�;=

'(��)*+,->,012/345/67
8'(�)�9�:.�;<'(��)�9�:.�;=
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������������������������おはよう今別！今別に来てから､ ちょうど一年になります｡ その時からいろい
ろな体験を楽しんできました｡ ねぶた祭で踊ったり､ 温泉に出かけたり､ いろいろな魚を生で食べたり､ 沢山の
生ビールを飲んだり､ よさこいを踊ったり､ 今別から蟹田まで歩いて行ったり (７時間もかかりました)､ 津軽
弁大会に参加し､ 津軽弁の歌を歌ったりしました｡ そしてもちろん､ ＡＬＴとして､ 保育園からお年寄りまで､
英語を教えてきました｡
$�������	��
��������������
��������������������������� ��
 ���������������

����������� � �������������������&��������	������
����������	���������

�����������������"���������������
����	�
 ���������� ��������������� とりわけ､ 晴れ
た日に北海道が見える小さなこの町で､ 親切な温かい人々と出会い､ 助けられ､ 楽しく愉快な一年を過ごす事が
できました｡ みなさんどうもありがとうございました｡ そんな生活はとても楽しくて､ もう一年今別町で頑張る
ことにしました｡ これからの一年間もよろしくお願いいたします！楽しみにしています！
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・現有免許者への移行措置と特典について
(20トン､ ５トン免許はどうなるの？更新時の取り
扱いは？など)

・新規免許取得者の取り扱いと特典について
(これから免許を取る場合､ 得する資格とは？いつ
頃取るのがいいのか？)

・現行試験と新試験の内容の違いについて
(20トン､ ５トン試験“実技”はどう変わるの？)

�� �・・・・開発センター
�� 	

平成16年８月22日 (日) 午後１時～２時30分
�
�������

※資料等の準備の都合上､ 参加希望者は電話にてお
申し込みください｡

��������

マリンライセンス教育センター東北事務局
〒９９９－０００５
山形県酒田市宮海中砂畑２７－９
�０２３４－３５－１７３０
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計量器 (はかり) の定期検査を行います｡ この検査は､ 計量法に基づき２年に１回実施する法定検査で､
取引・証明に使用している場合は､ 必ず受けなければなりません｡ 検査の届出もなく受けない場合は､ 計
量法第173条により処罰 (50万円以下の罰金) されますので必ず検査を受けてください｡
�-./0�

・９：30～10：00 東部漁協奥平部支所 ・10：30～11：00 東部漁協砂ヶ森本所
・11：30～12：00 東部漁協袰月支所 ・13：30～14：00 東部漁協大泊支所
・14：30～15：00 浜名公民館

�-./1�

・９：00～９：30 大川平文化会館 ・10：00～12：00 役場前 ・13：00～15：00役場前
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●２級 梅田 祐加 (今別小)
●７級 宮本 拓也 (今別小)

今別町商工会 (�３５－２０１４)
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と き 平成16年８月21日 (土)
午前９時～午後３時

ところ 中央公民館

������ � � ���
(�：35－3860)

※当日､ 用事などで来所できない方は､ 自宅でも
相談を受けますので､ お気軽にご連絡ください｡
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ラブ・いまべつ会 (今別町出身者で構成している会) 会員の方から､ 荒馬まつりの花火代が寄せられましたので､
早速利用させていただきます｡ 大変ありがとうございました｡

��������	
����������������������� �!"���
# �����	
� �������

����
��$%&'
����
��()*+,-./01,2345 6789,:3;<=,.:>,23*5,?)@A,

BC*,DEC��, FGHI,FGJK
,GL�MN,OP0,QRST',67UV,
6WXYZ,[\]',+^_`,aGb*,cFde

����
��fPgh,ijk
����
��FGFl',Gmno,Ppq<,rst,uvwx,.myz,.m{',R|},Gm~',

.m�,23��
����
��67�',�.�*,FG*e,���1,��E�,�R�,-.��,PF�t,+p�,

?���t,P)E',�.�',�F�I,RF�5,kF�h',BF��
��� �
��.mw,BCV+ FG��1,FG�*,aG>,�c�<,��.@,�Fu�1,

�L ,¡F¢',)£¤e,�R¥¦t,Ga�§,BC¨�',�F©',)£ª`,
FG«¬'

�!"�
��®NM¯ �#$�
���°±'
�%&�
��23²+,�³y´,µ³&',¶F~*,·P�',?)8*,¸F¹,º»M¼'
�'(�
��iRfe ���)
��()½*

��������������

��������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

まちの行事予報 ８／１～９／10

日 曜 行 事 予 定 〈場所〉

４ 水 荒馬まつり (～７日)

14 土 今別町成人式〈開発センター〉

15 日
第59回県民体育大会ゲートボール競技
〈黒石市〉

20 金
今別町戦没者追悼式〈開発センター〉
第２回キクの会〈開発センター〉

21 土
第59回県民体育大会バドミントン競技
(～22)〈黒石市〉

24 火 小中学校２学期始業式

31 火 町民税第２期納期限

９ 月

５ 日 第12回県民駅伝競走大会〈青森市〉

６ 月
小学校宿泊研修 (～７)
〈梵珠少年自然の家〉
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(

６
月
１
日
か
ら
30
日
の
届
出
分)

�
�

�
�

�

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
出
の

時
に
住
民
保
険
担
当
へ
申
し
出
て
下
さ

い
。
ま
た
、
東
奥
日
報
・
東
奥
ウ
ェ
ブ

に
つ
い
て
も
同
様
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
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人権擁護委員の藤田光雄さんと高名和丸さんが任
期満了に伴い､ ７月１日付けで再任されました｡ 今
後もよろしくお願いします｡
(任期：Ｈ16.７.１～Ｈ19.６.30)
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※町に住所を有する３歳以下 (４月２日誕生日以降) の子ど
もさんを掲載しています｡

※町では､ 20代・30代の元気人を探しています｡ 自他とも
にかまいませんので､ 広報担当までご連絡ください｡
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 � � 2,504 2,486,259

�
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国 保 ( 事 業 勘 定 ) 639 425,483
国 保 ( 診 療 施 設 勘 定 ) － 218,601
介 護 ( 保 険 事 業 勘 定 ) 222 280,943
介 護 ( サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ) 5,146 324,850

��

��

収 益 的 収 入 及 び 支 出 △49 107,684
資 本 的 収 入 7,300 7,300
資 本 的 支 出 7,357 55,903

� �������	
�� 単位：千円

� �������������	 単位：千円
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介 護 保 険 特 別 会 計 ( サ ー ビ ス 事 業 ) 繰 出 金 5,146
公 共 災 害 復 旧 設 計 委 託 料 3,000
街 路 灯 新 設 工 事 費 2,237
教 員 住 宅 修 繕 料 927
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赤
字
再
建
団
体
に
転

落
す
る
町
村
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
る
中
、
当

町
で
も
議
員
の
報
酬
削
減
、
職

員
の
給
与
の
削
減
等
で
急
場
は

し
の
い
で
い
る
も
の
の
、
赤
字

再
建
団
体
転
落
の
問
題
は
傍
観

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
逼
迫
し
た
財
政
状

況
を
い
か
に
し
て
健
全
化
し
て

い
く
の
か
、
町
長
の
基
本
方
針

を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
の
財
政
建
て
直
し

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
議
員
報
酬
・
職
員

の
給
与
等
の
削
減
に
協
力
を
願

い
、
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に

努
め
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
は
直
営

施
設
の
民
営
化
・
譲
渡
に
取
り

組
み
、
平
成
19
年
度
で
収
支
の

均
衡
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

一
切
の
無
駄
を
省
き
、
自
治

体
そ
の
も
の
を
ス
リ
ム
化
し
職

員
と
も
ど
も
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

地
方
税
の
上
昇
を
図

る
た
め
に
も
基
幹
産
業

の
振
興
は
欠
か
せ
な
い

大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
交

付
税
を
削
減
さ
れ
た
と
し
て
も

自
力
で
運
営
で
き
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
地
場
産
業
を
育
成
し
、

町
を
活
性
化
さ
せ
若
い
世
代
の

雇
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め

の
専
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
っ
て
推
進
し
て
い
く
考

え
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

基
幹
産
業
の
振
興
に

つ
い
て
は
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
地
場
産
業
の
育
成
に

あ
た
っ
て
は
、
一
次
産
業
で
あ

る
農
林
水
産
業
の
振
興
が
何
よ

り
も
基
礎
に
な
る
も
の
と
し
て

支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
今
、
町
内
に
お

い
て
地
域
産
業
の
確
立
に
向
け

た
自
主
的
な
取
り
組
み
が
見
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
動

き
に
対
す
る
支
援
や
、
共
同
化
・

産
地
化
が
大
事
で
あ
り
ま
す
の

で
、
冬
の
農
業
に
つ
い
て
研
究

す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
て
今
後
と
も
一
次
産
業
振

興
に
一
層
力
を
入
れ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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少
子
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
町
財
政
へ
の
影

響
は
非
常
に
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
子
供
は
町
の
貴
重
な
財

産
で
あ
り
ま
す
。
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
が
少
な
く
な
る
の
は

町
の
将
来
が
見
え
な
く
な
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

急
激
な
少
子
化
の
進

行
に
伴
い
、
次
世
代
の

社
会
を
担
う
子
供
が
健

や
か
に
生
ま
れ
、
か
つ
育
成
さ

れ
る
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
昨
年

｢

次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法｣

が
成
立

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
計
画
策
定
の
基
礎

資
料
と
な
る
次
世
代
育
成
支
援

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
、
調
査
の
分
析

を
し
計
画
の
素
案
作
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
は
こ
の
素
案
を
広
く
町

民
に
広
報
し
、
ご
意
見
・
ご
要

望
を
伺
い
な
が
ら
行
動
計
画
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
少

子
化
の
歯
止
め
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
は
所
得

が
低
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
負
担
は
限
界
に
達
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
徴
収
率
が
93
％
を
割
る

と
普
通
調
整
交
付
金
が
５
％
カ
ッ

ト
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
前
年
度
は
ぎ
り
ぎ
り
の
徴

収
率
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
今
回
の
国
保

税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
そ
の
徴

収
率
を
確
保
す
る
の
は
さ
ら
に

大
変
で
あ
り
、
結
果
的
に
滞
納

者
を
増
や
し
、
交
付
金
の
減
額

を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

特
に
問
題
な
の
は
、
改
正
案

の
基
本
が
平
準
化
を
目
指
す
も

の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
負
担
能
力
の
弱
い
方
々

に
は
よ
り
負
担
が
重
く
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
別
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
で
減
免
の
規
定
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
町
民

に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
申
請
減

免
は
ど
の
く
ら
い
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
基
準
を

明
ら
か
に
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

国
保
事
業
に
要
す
る

費
用
は
国
・
県
・
町
・

被
用
者
保
険
等
の
拠
出

金
、
被
保
険
者
が
負
担
す
る
保

険
税
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
近
年
の
医
療
費

が
増
大
し
て
い
る
状
況
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
応
分
の
負
担
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
準
化
は
低
所
得
者
に
負
担

が
重
い
の
で
は
な
い
か
と
の
ご

指
摘
で
す
が
、
一
時
的
に
低
所

得
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
平
準
化
が
維
持

さ
れ
れ
ば
低
所
得
者
層
と
中
間

所
得
者
層
に
も
負
担
の
軽
減
が

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
と
国

保
財
政
安
定
の
た
め
、
平
準
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

減
免
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

は
相
談
件
数
は
一
件
で
し
た
。

基
準
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、

画
一
的
な
減
免
基
準
を
設
け
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
機

会
あ
る
ご
と
に
納
税
者
に
町
の

広
報
誌
等
で
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
一
層
の
周
知

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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浜
名
二
ツ
石
に
は
未

だ
に
水
道
が
引
か
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
５
〜

６
世
帯
あ
り
ま
す
。
井
戸
水
を

く
み
上
げ
て
利
用
し
て
い
る
が
、

水
位
が
下
が
り
、
利
用
頻
度
の

多
い
時
間
帯
は
大
変
な
状
況
に

あ
る
よ
う
で
す
。

財
政
的
に
厳
し
い
時
期
で
は

あ
り
ま
す
が
、
衛
生
面
で
も
問

題
が
あ
り
早
急
に
対
処
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ご
指
摘
の
地
域
は
、

昭
和
43
年
の
当
初
計
画

の
補
助
対
象
区
域
に
入
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
上
水
拡
張
の
申
請
時
に

も
投
資
効
果
が
見
込
め
な
い
と

の
理
由
で
、
県
の
認
可
区
域
に

入
ら
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

� �

財
政
の
好
転
や
、
対
象
区
域

の
人
口
増
な
ど
で
経
済
効
果
が

� � 	 
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見
込
め
な
い
と
、
現
況
で
は
大

変
困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
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干
場
の
整
備
に
よ
り

北
や
北
西
か
ら
の
波
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
あ
り
、

地
域
の
方
々
が
被
害
を
受
け
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
長

は
地
域
住
民
に
は
対
処
し
て
い

く
旨
の
報
告
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
進
捗
状
況
の
説
明

を
求
め
ま
す
。

新
た
に
干
場
が
造
成

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
計

画
時
の
予
想
を
超
え
る

越
波
が
起
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
県
に
改
善
方
を
申

し
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
東
青

地
方
漁
港
漁
場
整
備
事
務
所
で

現
地
を
確
認
し
、
応
急
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
地
元
、
漁
港

関
係
者
の
訴
え
を
聞
き
な
が
ら

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
は
応
急
的
な
対
策
及
び

抜
本
的
な
対
策
、
効
果
的
な
方

法
、
ま
た
予
算
や
実
施
時
期
な

ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
要
望
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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財
政
改
革
の
一
環
と

し
て
巡
回
バ
ス
の
土
曜
・

日
曜
の
運
行
削
減
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
住
民
は
困
惑

し
、
町
は
休
眠
状
態
の
よ
う
な

感
じ
が
す
る
と
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。

交
通
の
確
保
は
暮
ら
し
の
基

本
で
す
。
行
政
改
革
と
は
い
え

町
の
活
性
化
に
逆
行
す
る
も
の

で
は
な
い
か
。
住
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
も
っ
と
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
大
泊
の
国
道
沿
い
地

区

(

山
の
上)

を
走
行
し
て
い

な
い
こ
と
で
、
地
域
関
係
者
は

不
便
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
巡
回
バ
ス
は
地
域
の
足
で

あ
り
健
康
を
守
る
足
で
あ
り
ま

� �

巡
回
バ
ス
は
平
成
13

年
４
月
か
ら
運
行
し
て

い
ま
す
が
、
16
年
４
月

に
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
利
用
状

況
や
Ｊ
Ｒ
津
軽
線
と
い
う
交
通

手
段
も
あ
る
こ
と
か
ら
山
手
の

バ
ス
を
土
曜
・
日
曜
を
運
休
と

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
泊
山
の
上
地
区
に
つ
い
て

は
、
現
在
運
行
し
て
い
る
12
便

の
う
ち
数
便
を
国
道
経
由
で
運

行
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

地
元
の
か
た
が
た
に
協
議
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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融
流
雪
溝
に
つ
い
て

は
、
県
の
事
業
に
よ
り

国
道
２
８
０
号
線
の
整

備
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
大
川
平

地
区
、
八
幡
町
地
区
の
教
訓
を

生
か
し
、
地
域
住
民
に
十
分
な

説
明
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
要
望
を
聞
き
そ

れ
を
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
も

大
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

総
合
的
な
具
体
的
実
施
計
画
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

融
流
雪
溝
は
、
県
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
昨

年
度
は
八
幡
町
地
区
が

完
成
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

今
別
地
区
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
県
に
要
望
し
早
い
機
会

に
県
道
・
国
道
へ
の
設
置
を
し

た
い
考
え
で
お
り
ま
す
。
そ
の

後
は
各
町
道
の
整
備
に
入
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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町
道
整
備
は
、
財
政
的

事
情
か
ら
提
起
し
に
く

い
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、

今
別
小
学
校
通
学
路
の
側
溝
の

ふ
た
の
設
置
は
児
童
の
安
全
確

保
の
た
め
早
期
に
改
善
を
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
中
央
団
地

西
側
の
側
溝
の
整
備
計
画
は
な

い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

砂
ケ
森
東
側
町
道
に
つ
い
て

は
、
漁
港
の
整
備
に
よ
り
大
き
く

改
善
さ
れ
た
が
、
古
い
護
岸
と

道
路
の
間
を
埋
め
立
て
し
整
備

す
る
考
え
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
箇
所
は
詳

し
く
調
査
を
し
必
要
性
、

緊
急
性
に
基
づ
き
、
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。
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す
か
ら
、
地
域
住
民
の
不
便
を

解
消
し
て
い
く
対
策
を
積
極
的

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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渥
美
町
の
農
業
は
、
昭
和
43
年
の
豊

川
用
水
の
通
水
以
来
、
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
た
。
現
在
は
大
規
模
な
生
産
基

盤
は
も
と
よ
り
、
生
鮮
野
菜
の
産
地
化

と
大
規
模
な
温
室
団
地
の
造
成
等
に
よ

り
、
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
農

業
地
帯
と
し
て
進
展
し
て
い
る
。

収
穫
さ
れ
る
作
物
は
メ
ロ
ン
、
菊
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
な
ど
で
、
み
ず
み

ず
し
さ
が
魅
力
の
メ
ロ
ン
は
主
力
作
物

で
あ
る
。
施
設
園
芸
の
代
表
格
の
菊
は

夜
間
に
光
を
あ
て
、
開
花
時
期
を
調
節

す
る
栽
培
方
法
を
用
い
て
お
り
、｢

渥

美
の
電
照
菊｣

と
し
て
目
覚
し
い
発
展

を
と
げ
た
。

渥
美
町
は
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま
れ

て
お
り
、
関
東
、
関
西
の
大
消
費
地
の

中
間
に
あ
っ
て
、
地
元
名
古
屋
を
含
む

地
域
へ
の
輸
送
条
件
や
空
路
輸
送
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ベ
ル
の

高
い
生
産
物
を
全
国
に
提
供
で
き
る
利

点
が
あ
る
と
感
じ
た
。
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輪
菊
生
産
農
家
の
労
力
軽
減
と
、
産

地
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
そ
し
て
農
家
経
営

の
安
定
か
ら
ゆ
と
り
あ
る
農
業
推
進
の

た
め
建
設
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。

こ
の
施
設
の
建
設
に
よ
り
、
生
産
農

家
は
ほ
場
か
ら
直
接
収
穫
し
た
菊
を
持

ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
動
選
花
で
は
、
ま
と
め
て
持
ち
込
ま

れ
る
菊
を
１
本
ず
つ
ば
ら
す
工
程
か
ら
、

カ
メ
ラ
に
よ
る
自
動
等
級
選
別
を
す
る

ほ
か
、
出
荷
に
い
た
る
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
自
動
化
に
よ
る
最
新
シ
ス
テ
ム
が

組
み
込
ま
れ
た
画
期
的
な
施
設
で
あ
る
。

機
械
処
理
に
よ
り
荷
造
り
の
均
一
化
、

低
コ
ス
ト
が
図
ら
れ
、
農
家
経
営
の
安

定
と
ゆ
と
り
あ
る
農
業
の
推
進
が
で
き

担
い
手
の
育
つ
環
境
づ
く
り
に
一
役
か
っ

て
い
る

よ
う
だ
。
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富
山
村
は
、
平
地
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
た
め
田
は
な
く
、
畑
も
全
面
積

の
０
・
５
％
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
畑
地

は
丹
念
に
耕
さ
れ
茶
畑
の
畝
が
階
段
を

作
っ
て
い
る
。
村
特
有
の
気
候
が
良
茶

の
栽
培
に
適
し
て
お
り
、
村
に
は
お
茶

工
場
も
あ
る
こ
と
か
ら
村
の
活
性
化
を

図
る
た
め
茶
園
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
た
。

茶
園
の
手
入
れ
な
ど
は
村
で
行
い
、
オ
ー

ナ
ー
は
年
３
回
程
度
茶
園
を
訪
れ
最
後

に
お
茶
を
摘
め
る
と
い
う
が
、
今
の
と

こ
ろ
応
募
者
が
な
い
。
都
市
部
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
多
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
検
討
を
深
め
引
き
続
き
オ
ー
ナ
ー
募

集
を
し
て
い
く
方
針
の
よ
う
だ
。

山
林
が
多
い
た
め
間
伐
材
を
活
用
し

た

｢

田
舎
豆
腐
作
り
キ
ッ
ト｣

｢

五
平

も
ち
コ
ン
ロ｣

等
を
開
発
し
販
売
し
た

と
こ
ろ
製
作
が
追
い
つ
か
な
い
く
ら
い

好
評
の
よ
う
だ
。
こ
ち
ら
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
購
入
申
し
込
み
が

で
き
る
。

都
市
地
域
の
人
々
と
の
交
流
推
進

に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
若

者
定
住
を
目
指
し
て｢

山
村
留
学
事

業｣

を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
16
年

度
で
は
小
学
生
20
人
中
、
留
学
生
は

４
人
。
中
学
生
14
人
中
、
留
学
生
は

６
人
。
留
学
生
は
地
元
に
も
す
ぐ
に

溶
け
込
み
、
共
同
生
活
や
地
元
生
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自
然

と
共
生
し
感
性
や
創
造
性
を
養
い
自

立
心
を
育
ん
で
い
く
と
い
う
。
小
さ

な
村
は

｢

山
村
文
化｣

は
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
と
し
、
人
と
人
と
の
出
会
い

を
通
し
て
共
感
を
育
み
、
可
能
性
を
拓

こ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
伺
え
た
。

���������	


� �



���������	
�������

�
�
�
�

�

▼
現
代
人
気
食
品
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
い
う
ま
で
も
な
く

｢

健

康｣

だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

ヘ
ル
シ
ー
を

｢

売
り｣

に
す

る
と
売
れ
な
く
な
る
商
品
が

あ
る
と
聞
い
た
。
現
在
１
年

間
に
約
６
０
０
も
の
新
商
品

が
発
売
さ
れ
て
い
る
カ
ッ
プ

麺
が
そ
れ
だ
。

メ
ー
カ
ー
各
社
は
こ
ぞ
っ

て
ス
ー
プ
・
麺
と
も
こ
だ
わ

り
の
新
商
品
を
開
発
す
る
が
、

｢

健
康｣

だ
け
は
カ
ッ
プ
麺

に
は
通
用
し
な
い
ら
し
い
。

つ
ま
り

｢

体
に
い
い｣

を

全
面
に
押
し
出
す
と
食
欲
を

減
退
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
と

い
う
。｢

ラ
ー
メ
ン｣

と
い

え
ば
背
油
こ
っ
て
り
濃
厚
派

の
人
に
は
、
う
な
ず
け
る
話

だ
。体

の
健
康
は
確
か
に
大
事

だ
が
、
食
べ
た
い
も
の
を
お

い
し
い
と
感
じ
て
食
べ
る
、

心
の
健
康
も
捨
て
が
た
い
。

心
身
と
も
に
健
や
か
に
食
す

る
。
そ
れ
が
長
寿
の
最
良
の

秘
策
。

▼
６
月
定
例
会
で
国
保
税
率

が
改
正
さ
れ
た
。
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
用
心
し
、
医
療

費
節
約
に
ご
協
力
を
！
な
お

誤
字
脱
字
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
許
し
願
い
ま
す
。

���４
月
２
日

議
員
打
合
せ

７
日

第
348
回
臨
時
会

19
日

議
会
広
報
委
員
会

26
日

今
別
・
三
�
両
議
長
打
合
せ

27
日

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会

28
日

東
郡
町
村
議
会
議
長
・
事
務

局
長
会
議

５
月
12
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

13
日

今
別
・
三
�
両
町
村
議
会
交

流
連
絡
協
議
会
役
員
会

17
日

議
員
全
員
協
議
会

21
日

郡
議
長
会
臨
時
総
会

25
日

地
方
財
政
危
機
突
破
総
決
起

大
会

６
月
２
日

議
会
運
営
委
員
会

７
日
〜
11
日

第
349
回
定
例
会

15
日

青
森
県
土
整
備
事
務
所
へ
陳

情

21
日
〜
24
日

議
員
先
進
地
視
察
研

修

(

愛
知
県)

28
日

津
軽
半
島
青
函
カ
ー
ト
レ
イ

ン
整
備
促
進
協
議
会
総
会

29
日

県
議
長
会
臨
時
総
会

�

�
�

�
�

�
�
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町
議
会
で
は
、
平
成
16
年
６

月
15
日
青
森
県
土
整
備
事
務
所

へ
小
鹿
正
義
町
長
と
次
の
三
項

目
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

一
、
国
道
280
号

(
奥
平
部
〜
大

泊)

の
整
備
促
進
に
つ
い
て

二
、
大
泊
海
岸(

与
茂
内
地
区)

の
整
備
促
進
に
つ
い
て

三
、
今
別
地
区
融
雪
溝
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

県
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

町
で
は
こ
れ
ま
で
財
政
健
全
化
に
向
け
て
町
民
の
方
々
に
説

明
し
、
理
解
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
施
設
民
営
化
職

員
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
直
営
施
設
の
民
営
化
等
に
つ
い
て

協
議
し
て
お
り
ま
す
。

町
議
会
と
し
て
も
直
営
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
研
究
・
検
討

し
て
い
く
た
め｢

施
設
運
営
特
別
委
員
会｣

を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長

佐

藤

豪

副
委
員
長

嶋

中

忠

也

委

員

福

士

和
比
古

長

島

三
千
次

明

田

平

苗

�
�

�
�

�


